
世界へのトビラ
〜講師派遣を希望する学校（団体）を募集します〜

地球的な視野で考え、行動することができる「グローバル人材」を育成するため、
県内在住の外国人や青年海外協力隊の元隊員などの講師を学校や団体に派遣し、国際
理解教育を支援します。

（１）埼玉県内の小・中学校、高等学校、
特別支援学校等の教育機関

（２）国際理解を推進している県内の公益的団体

対象

内容
依頼に応じて外国人講師や日本人講師を派遣します。
「外国の話を聞きたい」「調理実習をしたい」「外国の
ゲームを教えてほしい」「生徒とディスカッションを
してほしい」等、できるだけ希望に沿った講師を派遣
できるよう調整します。お気軽にご相談ください。

（公財）埼玉県国際交流協会



１.講師
（１）外国人講師

講師の出身国のことば、歴史、子供の生活（学校生活）、食文化や生活習慣などについて紹介します。
また、民族衣装、遊びや舞踊、料理などについて体験学習を指導します。
これらの内容について、英語で授業を行うことができる講師については相談に応じます。
（外国人講師を派遣する場合は、原則、調整役としてアドバイザー１名（日本人）が同行します。）

（２）日本人講師
ワークショップ（異文化理解や開発途上国への理解促進のための参加型学習）や海外での活動体験を
紹介します。
① NGO活動や海外でのボランティア活動の経験者
② 青年海外協力隊の元隊員等

２.事業の経費
（１）講師謝金等の費用は、原則として学校（団体）に負担していただきます。

ただし、当事業を平成１７年度以降初めて利用する学校（学校法人）の場合は先着２０校まで協会が
費用を負担し、無料で３名まで講師を派遣します。
⇒これまでの派遣実績は、グローバル人材育成センター埼玉（ＧＧＳ）のホームページでご確認
いただけます。

３.申し込み手続き及び報告等
（１）講師派遣を希望する学校（団体）は、講師等派遣申請書（様式第１号）を必ず実施希望日の１か月前

までに提出してください。

（２）講師等派遣決定通知書により派遣の可否を通知します。外国人講師を派遣する場合は、併せて担当
するアドバイザーについてお知らせします。講師またはアドバイザーから連絡がいきますので、
事前打合せを行ってください。

（３）講師とアドバイザーが学校（団体）を訪問し、事業を実施。

（４）講師の派遣を受けた学校（団体）は、事業終了後２週間以内に事業報告書（様式第５号）を当協会に
提出してください。講師への手紙なども、当協会あてに送付してください。

＊講師等派遣申請書及び事業報告書の様式（word形式）は、ＧＧＳのホームページでダウンロードできます。

【申請書等の提出及び問合せ先】
グローバル人材育成センター埼玉 （事務局：公益財団法人埼玉県国際交流協会）
〒330-0074 埼玉県さいたま市浦和区北浦和５－６－５ 浦和合同庁舎３階
TEL：０４８－８３３－２９９２／FAX：０４８－８２２－３８０８/E-mail：sia@sia1.jp

※謝金は交通費を合算した金額から所得税及び復興特別所得税（計１０．２１%）の源泉徴収を行ってください。

（２）負担していただく費用（令和2年4月改訂）
GGS 学校別事業実施 検索

世界へのトビラ 検索

種別 対象 金額 備考

謝金※

講師（外国人/日本人） 5,500円 １回１名あたり。

アドバイザー 6,500円 事前の打ち合わせ費用とそれに係る交通費を含む。

交通費
講師（外国人/日本人）

実費
当日の各講師及びアドバイザーの自宅から開催地まで。
（各講師等に係る交通費は事前にお知らせします）

アドバイザー

保険料 － ― 当該事業に係る保険。（各団体等で加入しているもの）

その他 ― 実費
調理実習の材料費。体験学習等の為に講師が新たに購入
したものの費用。事業が昼食をまたぐ場合などの昼食費、
事業開催中に交通費が発生する移動が伴う場合等。


